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よって、鹿から逐

注員きれるなか、

なぎうづける東京の伝統野菜の物語。

敵に者のかこも楽し

この横倉にぜひご

れたあと、さらに詳しく知りたい方には別途

だける入門講座です。

ースもご案内します。）

山・・・さ・三二∴－　　＿＿＿＿．．．

l日　時16月25日（土）13：00一～16：00

I会　場】新宿御苑「インフォメーショセンター」2階レクチャールーム

東京都新宿区内藤町11（下の地図をご参照くねさい）

I講　師】大竹道茂（江戸束京野菜コンシェルジュ協会会長）

上原恭子（江戸東京野菜コンシェルジュ協会理事）

【内　容1江戸東京野菜にまつわるエピソードや歴史をとおして、

江戸からの食文化の変遷と、種から種へと命をつないで伝わってきた

京の伝統野菜につ

＊ご希望の方には、当日1

、食味体験も含めてお話しします。

：00より新宿御苑内の四季折々の自然の見所や

J歴史をご紹介するガイドツアマを開催します。お気軽にご参加ください。

受信設定

＊定農に

＊受付完

ている場合は、上記アドレスが受信できるように設定変更してください。

次第、受付を締め切らせていただきます。
ールが届かない場合は、お手数ですが下記までお電話ください。

0－2423－0831

活動浅香江戸東京野菜コンシェルジュ協会、一般財団法人国民公園協会新宿御苑∵∴草催：環境省自然環境局新藤御苑管理事務所



日本原慮り伝統香辛料で、文政

6年（1823）の『武威名勝図絵』

の多摩・梅沢村の項に「山葵（わ

さび）この地の名産なり、多く摩

り手江戸神田へ出す」とある。－

ノラボウ英

明和牛冬作767）に

関東郡代宮が、食用・

油用として「蘭姿煮（じゃ

ばな封？踵を、ゑ8

市村など12対に配布

するよう命じた古文書

が残る。のち、この

薫が克明や天保期の

大凶イ乍の際に人命を

救った。
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昭和40年代頃まで、東京都内の農地

こわたって栽培されていた固定種（自家

輯超した種矛からほぼ同じ形質のものが育つもの）、の野

菜をいいます。それぞれの野菜にはさまざまな物語が

あり、味や形など個性あ．3、れる特赦もこ　ま封こ東京

の伝統野菜で、現在42産頻が認定されています。

江戸時代、登多摩君む（現在の

杉並区あた軒の源内という

農民が作りだしキイ源内つまり

大根」が漁。のちに明治初期、

せ周谷区大歳の有井泰治卵氏

が、秋づまり大根と、代々木の

源内大根の自然交私産を改良

し、遮城固定した。

込三寸ニンジン

より生まれた、長さ10cmはどの人

参。元となる西洋種の人参が伝わっ

たのは明治初期の頃で、それまでは

「滝野川人参」に代表され宜長さ1m

もある長人参が主演だった。
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ご新宿御苑と江戸東京野菜
l　新宿御苑は、江戸時代には信州・高遠藩内藤家の下屋敷のあったところです。1

1　内藤家の菜園では「内藤カボチャ」「内藤トウガラシ」が栽培きれ、特産物　l

l　となりました。明治になると、その地に官営農事試験場「内藤新宿試験場」1

1　が設けられ、日本の農業・園芸の先駆的な役割を担いました。　　　　　　　l

文久年間（1860－J64）の頃か

ら昭和初期まで、亀戸香取神社周

辺で栽培され、明治の境は先端の

葉の形から「おかめ大棉」「お多年⊥
大根」と呼ばれていたが、大正初

期に産地の名をつけて「亀戸大根」

と呼ばれるようになった♂

馬込半白キュウリ

と「大井胡瓜」を掛け合わせて

改良した下半分が白い胡瓜。明治

30年頃から改良を重ね、節になる■

になったのは明治317～38年頃

で、「馬込半白節戌（ふしなり）胡瓜」

東京ウド

幕末に多摩郡の吉祥寺
で始められたウド栽培

は、多くの関係者が技　量

I　七色唐辛子（七味と呼ぶのは上　は新宿で名をはせ、周辺の角筈村や　暮　早生なすと呼び賞美す」
1　方風、江戸では七色）などに調　柏木村でも栽培されるようになり、地I　－とあり、寺島辺りでも盛ん

l　合され、広く親しまれてきた。　場野菜として定着していった〇　　　　一　に栽培されていたことから
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荷開発、改良に尽力し

た。その結果、北多摩
一円は品質・生産量と

もに日本一のウド産地

に成長七たという。

（江戸東京野菜写真提供：霧島秀史）


